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　はじめに

日本産カエルアンコウモドキ属 Antennatus は，

ムチカエルアンコウ A. flagellates Ohnishi, Iwata 

and Hiramatsu, 1997 と カ エ ル ア ン コ ウ モ ド キ

Antennatus sp. の 2 種で構成されている（瀬能，

2013）．そのうちカエルアンコウモドキはこれま

で国内では奄美群島奄美大島からのみ標本に基づ

き 記 録 さ れ て い た（ 瀬 能 ほ か，1994； 瀬 能，

2013）．

2016 年 8 月 19 日に大隅諸島口永良部島におい

て，カエルアンコウモドキが 1 個体採集された．

本標本は本種の大隅諸島の初記録であるため，こ

こに報告する．

　材料と方法

計数・計測は瀬能・川本（2002）にしたがった．

標準体長は体長と表記し，デジタルノギスを用い

て 0.1 mm までおこなった．標本の作製，登録，

撮影，および固定方法は本村（2009）に準拠した．

本報告に用いた標本は，鹿児島大学総合研究博物

館に保管されており，体色の記載に用いた生鮮時

のカラー写真は同館の画像データベースに登録さ

れている．本報告中で用いられている研究機関略

号は以下の通り：KAUM（鹿児島大学総合研究

博物館）；KPM（神奈川県立生命の星・地球博物

館）；YCM（横須賀市自然・人文博物館）．

　結果と考察

Antennatus tuberosus (Cuvier, 1817)

カエルアンコウモドキ（Fig. 1）

標本　KAUM–I. 90896，体長 27.9 mm，鹿児島

県熊毛郡屋久島町口永良部島浦底，30°29′16″N, 

130°09′09″E， タ モ 網， 水 深 10–15 m，2016 年 8

月 19 日，木村祐貴．

記載　背鰭 3 棘 12 軟条（すべて不分枝）；臀

鰭 7 軟条（最初と最後の 1 本の軟条が不分枝）；

胸鰭 11 軟条（すべて不分枝）；腹鰭 1 棘 5 軟条（す

べて不分枝）；尾鰭 9 軟条（上端の軟条は不分枝，

他は分枝）．

体各部測定値の体長に対する割合（%）：全長

130.5：頭長 65.5：吻長 9.7：眼径 6.1：両眼間隔

16.0：体幅 40.7：体高 61.2：尾柄高 17.1：吻上棘

長 22.3：背鰭第 2 棘長 9.8：背鰭第 3 棘長 23.4：

背鰭最長軟条長 21.0：臀鰭最長軟条長 20.2：胸鰭

最長軟条長 28.8：尾鰭最長軟条長 27.7．

体は卵型で著しく側扁する．尾鰭は丸い．体

表は小棘で覆われる．吻上棘は長く，先端に明瞭

な皮弁を欠く．背鰭第 2 棘は基部から先端にかけ

て，後方に曲がる．吻上棘を除く背鰭棘と軟条部

は，厚い皮膚で覆われ，小棘が密に分布する．臀

鰭最終軟条の後部の鰭膜と尾柄部が連続する．鰓

孔は胸鰭腋部下に位置する．胸鰭は体側中央に位

置する．

生鮮時の色彩　頭部は赤褐色で，頭部を除く

体の地色は黄色で褐色の斑模様を形成する．吻上
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棘は黄色．背鰭第 2 棘，第 3 棘は頭部と同色．背

鰭軟条部，胸鰭軟条部，腹鰭軟条部，および臀鰭

軟条部は体色と同様であるが，縁辺に細い褐色線

を有する．尾鰭は地色が透明で，中央部に褐色の

不完全な網目模様があり，縁辺部は細い褐色線と

黄色を呈する．

分布　Antennatus tuberosus はインド・太平洋に

広く分布する（Pietsch and Grobecker, 1987；Allen 

and Erdmann, 2012）．本種は国内では大隅諸島口

永良部島と奄美群島奄美大島から標本に基づき記

録されている（瀬能ほか，1994；本研究）．さらに，

本種は水中写真によって東京都小笠原諸島父島

（KPM-NR 38011）， 静 岡 県 大 瀬 崎（KPM-NR 

35600），黄金崎（KPM-NR 80717），和歌山県熊

野 灘（KPM-NR 85300）， 高 知 県 柏 島（KPM-NR 

38835）， 沖 縄 県 沖 縄 諸 島 伊 江 島（KPM-NR 

22584），宮古諸島宮古島（KPM-NR 5485），宮古

諸島伊良部島（KPM-NR 68616），および八重山

諸島石垣島（KPM-NR 13117, 28368, 28369, 81798, 

81799, 94261, 94262）からも確認された．したがっ

て A. tuberosus は国内では小笠原諸島，伊豆半島

（静岡県大瀬崎）以南の太平洋沿岸，および琉球

列島に広く分布していることが示唆された．

備考　口永良部島から採集された標本は，鰓

孔が胸鰭腋部下にあること，吻上棘先端に明瞭な

皮弁を欠くこと，臀鰭の後端は尾柄部と鰭膜で連

続することなどから，瀬能（2013）が記載したカ

エルアンコウモドキの標徴とよく一致したため，

本種に同定された．

口永良部島産カエルアンコウモドキの吻上棘

長 は， 背 鰭 第 2 棘 の 2.3 倍 で あ り，Pietsch and 

Grobecker (1987) と瀬能（2013）が示した背鰭第

2 棘の 1.5–2.0 倍とわずかに異なるが本研究では

個体変異とみなした．

瀬能ほか（1994）は，A. tuberosus を鹿児島県

奄美大島から得られた 1 個体（YCM-P 29624，体

長 48.8 mm）に基づき，日本初記録として報告す

るとともに，新標準和名イザリウオモドキを提唱

Fig. 1. Fresh specimen of Antennatus tuberosus. KAUM–I. 90896, 27.9 mm standard length, Urasoko, Kuchierabu-jima island, Osumi Islands, 
Kagoshima, southern Japan.
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した．その際，体表を覆う小棘の形状と尾鰭の上・

下端が不分枝であることを疑問視するも，A. 

tuberosus と同定した．また，イザリをはじめと

する 9 つの差別用語を含む 11 属 32 種の標準和名

は，日本魚類学会標準和名検討委員会（2007）に

より改名すべきという結論のもと改称され，イザ

リウオモドキはカエルアンコウモドキとして扱わ

れている．その後，瀬能（2013）は，体表を覆う

小棘の形状と尾鰭の上・下端が不分枝であること

に再度疑問を抱き，カエルアンコウモドキの学名

を Antennatus sp. とし，本種の分布域を奄美大島

とフィリピン諸島のみと表記した．

本研究では口永良部島産個体の体表にある小

棘の先端を剥がすと二叉状の突起が露出し，

Pietsch and Grobecker (1987) の A. tuberosus の記載

とよく一致することが明らかとなった．さらに，

口永良部島産の尾鰭軟条は，上端のみ不分枝で，

他は分枝であったため，これは体サイズや個体差

によるものであると考えられる．以上からカエル

アンコウモドキに充てるべき学名は A. tuberosus

であると判断した．また，口永良部島から採集さ

れた 1 個体は，カエルアンコウモドキの大隅諸島

からの初めての記録ならびに標本に基づく分布の

北限更新記録となる．

Pietsch and Grobecker (1987) は本種の生息水深

を表層から 73 m であるとし，Allen and Erdmann 

(2012) は 1–73 m（通常 10 m 以浅）と記載した．

また，瀬能ほか（1994）が報告した奄美大島産の

標本は水深 3 m から採集された．本報告で用いた

口永良部島産の標本は水深 10–15 m の岩礁の割れ

目から得られており，国内各地の水中写真は水深

5–17 m で撮影されている．
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